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医療機関における JLACコーディング作業の課題解決を目的に、体外診断用医薬品情報と JLAC10／11コードを対

応付けた「 JLACコード対応表」（以下、対応表という）を試作し、それを利用することで従来手法に比べ

コーディング作業の効率性及び正確性が改善することを一昨年の本大会で報告した１）。 

これまでに約4,000品目を対応表に反映してきているが、その実用的な利活用に向けて、標準コード化が特に期待

される臨床検査項目に絞り込んだ抜粋版を作成した。 

項目選定にあたっては、臨床検査項目標準マスター運用協議会で作成された JLAC10運用事例表（４病院（大学２

／公立１／研究所１）で実施された上位97％項目）、2010年度医療情報化促進事業・診療検査基盤整備事業で作

成された標準化マスターコード一覧（某衛生検査所が診療所から受託した上位99％項目）、特定健康診査項

目、６臨床学会（日本糖尿病学会、日本高血圧学会、日本動脈硬化学会、日本腎臓病学会、日本臨床検査医学

会、日本医療情報学会）が作成した４疾患自己管理項目セット項目、及び、幾つかの研究プロジェクトにおける

収集対象項目を参考に約120項目を選んだ。 

こうしたアプローチにより、医療機関が行う JLACマッピング（施設固有なローカルコードの JLACコードへの対

応付け）作業に際し、作業の着手順を考える上で参考になるほか、各種データベース事業においては、共通的検

査項目について精度良いデータをより多くの施設から収集することが期待できる。 

 

１）山上浩志，平松達雄，山本隆一． JLACコーディングにおける体外診断用医薬品情報と JLACコードとの対応

表の有効性評価．医療情報学2017；37 (Suppl.)：1194-1196．
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Japan Laboratory Code (JLAC) is a standard code used to identify clinical test items, including information such as 
analytes, specimen materials and analytical methods. However, it is still not well recognized and not widely used 
in medical institutions either. One of the main reasons of current situation is that many medical facilities face 
difficulties to secure enough human resources to associate JLAC code correctly with localized codes which have 
been used there. We have proposed a method of selecting JLAC code led from In Vitro Diagnostics (IVD) 
information such as identification number and product name, and have clarified that it can make JLAC coding 
work more accurately in less time comparing to conventional methods had ever done (refer to JCMI37 article in 
2017). We have made a code table including JLAC10 and JLAC11 code corresponded to each IVD product 
(approximately 4,800 products) as a basis for the method, and also selected approximately 120 clinical test items 
which is highly expected to be standardized from the table, to make a basic JLAC code set. The code set helps 
medical institutions decide priorities of implementation for processing clinical test items. As a consequence, it 
will lead to collect accurate data from more facilities for various database projects. 

Keywords: Clinical Coding, JLAC10, JLAC11, In Vitro Diagnostics

1.緒言 
電子カルテシステムが一般病院の 46.7％（医療施設静態

調査（2017 年 10 月）より）に拡がり、そこに蓄積された診療デ

ータを多施設から集めて利活用する事例 1-4)が増えている。

データ集積が標準用語・コードによって成されることは、臨床

データベースが信頼性のあるエビデンス創出に資する情報

化基盤となり得るための基本的な要件といえる。 
臨床検査項目を識別する標準コード体系には臨床検査項

目分類コード（JLAC；第 10 回改定版を JLAC10 と呼称する）

があるが、各種データベース事業に参加する医療機関を除

けば、JLAC10 コードを運用する内発的動機付けに乏しく、未

だ十分な普及に至っていない。また、JLAC コーディング作業

には一定程度の知識・技術を必要とし、各施設で付番された

JLAC コードに誤りや施設間で不一致を生じていることが指摘

されている。一般財団法人医療情報システム開発センター

（以下、MEDIS という）が 2019 年 2 月に行った電子カルテシ

ステム導入病院・臨床検査部門への調査（有効回答数 256、

調査票送付先 1,970）では、自院の検査項目（ローカルコード）

に JLAC10 コードを対応付け（マッピング）していた施設（一部

項目の実施を含む）は 24％で、そのうち作業に必要な資源

（人材や予算等）を確保できていると答えた施設は 26％に留

まった。 
筆者らは一昨年の本大会において、モノ（体外診断用医薬

品）から JLAC コードを導く手法により、臨床検査マスターや

JLAC要素コード表を用いた従来手法に比べ、JLACコーディ

ング作業の効率が上がり、付番された JLAC コードの正確性

も向上することを示した 5)。その手法の要といえる「JLAC コー

ド対応表」は、国内で販売流通されている体外診断用医薬品

の添付文書に基づいて JLAC コーディングしたマスターであり、

付番対象にした体外診断用医薬品は約4,800品目を数える。 

今回、JLAC コード対応表をもとに、標準コード化が特に期

待される臨床検査項目について JLAC10 及び JLAC11 コード

を体外診断用医薬品（一部、検体検査用医療機器）と対照さ

せて収載した「臨床検査項目基本コードセット」（以下、基本コ

ードセットという）を作成したので報告する。 

2.目的 
JLAC コードを医療機関へ有効に普及させることを目的に、

検査項目コードを標準化することが特に有用な検査項目を選

定し、それらに対応した JLAC10／11 コードを収載した基本コ

ードセットを作成する。項目選定にあたっては次の視点を考

慮する。 
ⅰ 診療データの二次利用が特に求められる項目 
ⅱ 診療所、及び、病院で行われる検査頻度の高い項目 
ⅲ 領域に依らず、診療（診断）に共通的に用いられる項目 
ⅳ 我が国の保健医療政策に通ずる項目 
ⅴ 施設間連携（介護を含む）において特に有用な項目 
ⅵ 検査結果値を比較的長期に亘って観察する項目 

3.方法 
基本コードセットに収載する検査項目を次の二段階で選定

した。 
第 1 ステップでは、臨床検査項目標準マスター運用協議会

で作成された JLAC10運用事例表（2大学病院、1公立病院、

及び 1 研究所病院で実施された件数上位 97％項目）6)、2010
年度医療情報化促進事業・診療検査基盤整備事業で作成さ

れた標準化マスタコード一覧（某衛生検査所が診療所から受

託した件数上位 99％項目）7)、特定健康診査項目、６臨床学

会が作成した生活習慣病自己管理項目セット集項目 8-9)に表

れる検査項目、更に、幾つかの研究プロジェクトで収集対象

にしている検査項目を JLAC10-12 桁コード（分析物+識別+
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材料要素）で整理した全 386 項目について、3 資料以上に共

通した項目（32 項目）をランク A+、2 資料に共通した項目（98
項目）をランク A-、1 資料にのみ表れる項目（256 項目）にはラ

ンク B を仮設定した。 
第 2 ステップでは、仮ランク付 386 項目を複数の医療従事

者に提示し、ランクを変更する／候補から削除する／候補に

追加するのが適当な項目について意見聴取した結果を反映

させた。その際、作業者には基本コードセット作成の趣旨、基

本方針とともに各ランクの定義と項目数の目安（ランク A+：有

用度合が非常に高い検査で 30 乃至 50 項目、ランク A-：有用

度合が高い検査で 50 乃至 100 項目、ランク B：有用度合がや

や低い検査で 150 乃至 200 項目）、A+及び A-項目を基本コ

ードセットの対象範囲とすることを説明した。 

4.結果 

4.1 選定項目 
前述した二段階の作業を経て、ランク A+：48 項目、A-：79

項目、B：251 項目を選定した。表 1 に A+及び A-項目を示す。

なお、表では、一部項目について検体種（血液／尿等）、結

果表記（定性／定量／半定量）、抗原／抗体等の別を束ね

て整理しているため 111 項目となっている。第 2 ステップによ

って、仮ランクが見直された項目を以下に例示する。 
ⅰ 活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT）、プロトロンビ

ン時間：A-から A+へ昇格（凝固検査のスクリーニングとして重

要であり、頻度も多いため） 
ⅱ 推定糸球体濾過率（eGFR）：B から A-へ昇格（CKD の重

症度分類において用いられ、重要性が高いため） 
ⅲ ＨｂＡ１ｃ［JDS］：A-から B へ降格（2012 年より NGSP 併記

となり、JDS での報告が減少しているため） 
ⅳ チモール混濁試験（TTT）、硫酸亜鉛混濁試験（ZTT）：

A-から B へ降格（平成 30 年度から保険診療の対象外となっ

たため） 
また、血算のように一連として行われる検査項目（白血球数、

赤血球数と血小板数等）や材料違いによる検査項目（グルコ

ース検査における血漿と全血等）についてランクを統一した

ほか、血液ガスのように重要な検査であっても詳細項目が未

定のためにランク B に区分したものがある。 

4.2 基本コードセット仕様 
基本コードセットはテキストファイル形式で提供することとし、

レコードフォーマットを図 1 のように規定した。各レコードは体

外診断用医薬品（または検体検査用医療機器）情報、

JLAC11 コード情報、JLAC10 コード情報、診療行為コード情

報、管理情報で構成され、表 1 に示す検査項目単位にファイ

ルをダウンロードできるようにする。 

5.考察 

5.1 基本コードセットの利用場面 
作成した基本コードセットは、検査項目コードを標準化する

ことが特に有用な検査項目に対し、市販されている体外診断

用医薬品（一部、検体検査用医療機器）と対照させて JLAC
コードを提示した資料であり、医療機関におけるマッピング作

業に利用されることを想定している。特に、これから JLAC マッ

ピング作業を予定する医療機関において、基本コードセット

に表れる検査項目から作業に着手してもらえるとよい。その結

果、JLAC コード運用の行われる検査項目が医療機関で共通

化され、各種データベース事業においては、より多くの施設

から精度良いデータを集積することにつながると期待できる。 

基本コードセットには JLAC10 と並んで JLAC11 コードが収

載されている。JLAC11 については一般社団法人日本臨床検

査医学会がデータの二次利用に堪えるコード体系としてこれ

まで開発を進めてきたもので、2019 年 9 月にコード表の公開

が予定されている。基本コードセットはそれと同時期に

MEDIS から公開していく計画である。なお、JLAC11 に対応

するコーディングシステム名として「JC11」が規定されている
10)。 

5.2 今後に向けた課題 
基本コードセットには JLAC10 運用事例表の約 82％（項目

ベース）、JLAC コード対応表の約 31％（行数ベース）に相当

する項目が収載されている。項目を厳選したことにより JLAC
コード運用の裾野を拡げる効果が期待できる一方で、今後、

対象項目の拡大を求める声が予想される。 
また、JLAC11 コードと基本コードセットの公開を受けて、現

在の標準コードである JLAC10 や厚生労働省標準規格に位

置づけられている臨床検査マスターとの関係性と各々の適用

場面を利用者に解り易く提示していくことが求められる。 
 
本研究の一部は MEDIS が受託して実施した平成 27 年度

内閣官房事業「医療・介護・健康分野の ICT 基盤」における

検査データの利活用に関する基礎調査で行われた。 
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表 1  臨床検査項目基本コードセットに含まれる検査項目 

 

 

 

イ)    ⼀般検査（尿・糞便）
検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物） 検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物）

1 尿蛋⽩ 尿
1A990、1A010、
1A015

5 尿中ウロビリノーゲン 尿
1A990、1A040、
1A045

2 尿糖（尿中グルコース） 尿
1A990、1A019、
1A020、1A025

6 尿潜⾎ 尿 1A990、1A100

3 尿⽐重 尿 1A990、1A030 7 尿沈渣 尿 1A105
4 尿PH 尿 1A990、1A035 8 便中ヘモグロビン 便 1B040、1B042

ロ)    ⾎液学的検査
検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物） 検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物）

1 ⾎算－⽩⾎球数 ⾎液 2A990、2A010 9 網状⾚⾎球 ⾎液 2A110
2 ⾎算－⾚⾎球数 ⾎液 2A990、2A020 10 ⾎液像 ⾎液 2A160
3 ⾎算－ヘモグロビン ⾎液 2A990、2A030 11 活性化部分トロンボプラスチン時間（ＡＰＴＴ） ⾎液 2B020
4 ⾎算－ヘマトクリット ⾎液 2A990、2A040 12 プロトロンビン時間 ⾎液 2B030
5 ⾎算－⾎⼩板数 ⾎液 2A990、2A050 13 フィブリノゲン（Ｆｉｂ） ⾎液 2B100
6 ⾎算－ＭＣＶ ⾎液 2A990、2A060 14 ＦＤＰ ⾎液、尿 2B120
7 ⾎算－ＭＣＨ ⾎液 2A990、2A070 15 Ｄダイマ－（ＤＤ） ⾎液 2B140
8 ⾎算－ＭＣＨＣ ⾎液 2A990、2A080 16 アンチトロンビンⅢ（ＡＴ－Ⅲ）活性 ⾎液 2B200

ハ)    ⽣化学的検査
検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物） 検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物）

1 総蛋⽩（ＴＰ） ⾎液 3A010 22 尿酸（ＵＡ） ⾎液、尿 3C020
2 蛋⽩／クレアチニン⽐（Ｐ／Ｃ⽐） 尿 1A990 23 尿素窒素（ＢＵＮ） ⾎液、尿 3C025
3 アルブミン ⾎液、尿 3A015 24 グルコース ⾎液 3D010
4 アルブミン／グロブリン⽐（Ａ／Ｇ⽐） ⾎液 3A016 25 ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ） ⾎液 3D046
5 アルブミン／クレアチニン⽐（Ａ／Ｃ⽐） 尿 1A990 26 グリコアルブミン ⾎液 3D055
6 クレアチンキナーゼ（ＣＫ） ⾎液 3B010 27 中性脂肪（ＴＧ） ⾎液 3F015
7 ＡＳＴ（ＧＯＴ） ⾎液 3B035 28 総コレステロール（Ｔ－ＣＨＯ） ⾎液 3F050
8 ＡＬＴ（ＧＰＴ） ⾎液 3B045 29 ＨＤＬ－コレステロ－ル（ＨＤＬ－Ｃ） ⾎液 3F070
9 ＬＤ（ＬＤＨ） ⾎液 3B050 30 ＬＤＬ－コレステロ－ル（ＬＤＬ－Ｃ） ⾎液 3F077
10 アルカリフォスファターゼ（ＡＬＰ） ⾎液 3B070 31 総胆汁酸 ⾎液、尿 3F110
11 γ－ＧＴＰ（ＧＧＴ） ⾎液 3B090 32 肺サーファクタントプロテインＤ（ＳＰ－Ｄ） ⾎液 3F253
12 コリンエステラーゼ（ＣｈＥ） ⾎液 3B110 33 ナトリウム（Ｎａ） ⾎液、尿 3H010
13 ロイシンアミノペプチダーゼ（ＬＡＰ） ⾎液 3B135 34 カリウム（Ｋ） ⾎液、尿 3H015
14 アミラ－ゼ（ＡＭＹ） ⾎液、尿 3B160 35 クロール（Ｃｌ） ⾎液、尿 3H020
15 リパーゼ ⾎液 3B180 36 カルシウム（Ｃａ） ⾎液、尿 3H030
16 N－アセチルグルコサミニダーゼ（ＮＡＧ） 尿 3B330 37 イオン化カルシウム ⾎液 3H035

17 ペプシノゲン ⾎液
3B340、3B345、
3B341

38 ⾎清鉄（Ｆｅ） ⾎液 3I010

18 マトリックスメタロプロテイナーゼ－３（ＭＭＰ－３） ⾎液 3B503 39 不飽和鉄結合能（ＵＩＢＣ） ⾎液 3I020
19 クレアチニン（Ｃｒｅ） ⾎液、尿 3C015 40 総ビリルビン（Ｔ－Ｂｉｌ） ⾎液 3J010
20 推定⽷球体濾過量（ｅＧＦＲ） ⾎液 8A065 41 直接ビリルビン（Ｄ－Ｂｉｌ） ⾎液 3J015
21 シスタチンＣ ⾎液 3C016 42 間接ビリルビン（Ｉ－Ｂｉｌ） ⾎液 3J023

ニ)    内分泌学的検査
検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物） 検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物）

1 甲状腺刺激ホルモン（ＴＳＨ） ⾎液 4A055 6 ヒト絨⽑性ゴナドトロピン（ＨＣＧ） ⾎液、尿 4F080、4F081
2 遊離トリヨードサイロニン（ＦＴ３） ⾎液 4B015 7 インスリン（ＩＲＩ） ⾎液 4G010
3 遊離サイロキシン（ＦＴ４） ⾎液 4B035 8 Ｃ－ペプチド（ＣＰＲ） ⾎液、尿 4G020
4 副甲状腺ホルモン（ＰＴＨ）－インタクト ⾎液 4C025 9 脳性Ｎａ利尿ペプチド（ＢＮＰ） ⾎液 4Z271

5 コルチゾール ⾎液、尿 4D040 10
ヒト脳性ナトリウム利尿ペプチド前駆体Ｎ端フラグメン
ト（ＮＴ－ｐｒｏＢＮＰ）

⾎液 4Z272

ホ)    免疫学的検査
検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物） 検査項⽬ 検体種 JLAC10－5（分析物）

1 免疫グロブリンＧ（ＩｇＧ） ⾎液、尿、髄液 5A010 19 サイトケラチン１９フラグメント（シフラ） ⾎液 5D325
2 免疫グロブリンＡ（ＩｇＡ） ⾎液、髄液 5A015 20 神経特異エノラーゼ（ＮＳＥ） ⾎液 5D410
3 免疫グロブリンＭ（ＩｇＭ） ⾎液、髄液 5A020 21 ＰＩＶＫＡ－Ⅱ ⾎液 5D520
4 ⾎清補体価（ＣＨ５０） ⾎液 5B010 22 梅毒ＳＴＳ（ＲＰＲ法） ⾎液 5E074
5 補体Ｃ３ ⾎液 5B023 23 梅毒ＴＰ抗体 ⾎液 5E075
6 補体Ｃ４ ⾎液 5B024 24 マイコプラズマ抗体 ⾎液 5E106
7 β２－マイクログロブリン ⾎液、尿 5C065 25 （１→３）β－Ｄグルカン ⾎液 5E151
8 Ｃ反応性蛋⽩（ＣＲＰ） ⾎液 5C070 26 ＨＢｓ ⾎液 5F016
9 トロポニンＴ ⾎液 5C093 27 ＨＣＶ ⾎液 5F360
10 トロポニンＩ ⾎液 5C094 28 ＨＴＬＶ ⾎液 5F450、5F460

11 フェリチン ⾎液 5C095 29 ＨＩＶ ⾎液
5F500、5F550、
5F560

12 シアル化糖鎖抗原ＫＬ－６ ⾎液 5C210 30 抗核抗体 ⾎液 5G010、5G011
13 癌胎児性抗原（ＣＥＡ） ⾎液、乳頭分泌液 5D010 31 抗ＤＮＡ抗体 ⾎液 5G020
14 α－フェトプロテイン（ＡＦＰ） ⾎液、⽺⽔ 5D015 32 リウマトイド因⼦（ＲＦ） ⾎液 5G160
15 ＣＡ１２５ ⾎液 5D100 33 抗ＴＳＨレセプター抗体（ＴＲＡｂ） ⾎液 5G310
16 ＣＡ１９－９ ⾎液 5D130 34 ⾎液型－ＡＢＯ ⾎液 5H010
17 扁平上⽪癌関連抗原（ＳＣＣ抗原） ⾎液 5D300 35 ⾎液型－Ｒｈ ⾎液 5H020
18 前⽴腺特異抗原（ＰＳＡ） ⾎液 5D305
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図 1  臨床検査項目基本コードセットのレコードフォーマット 
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